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新中期経営計画新中期経営計画新中期経営計画新中期経営計画 "GO FORWARD, Yusen Logistics "GO FORWARD, Yusen Logistics "GO FORWARD, Yusen Logistics "GO FORWARD, Yusen Logistics    ----Next ChallengesNext ChallengesNext ChallengesNext Challenges----""""    

策定のお知らせ策定のお知らせ策定のお知らせ策定のお知らせ    

  

 当社は、2014年度から2016年度までの新たなグループ中期経営計画 "GO FORWARD, Yusen Logistics 

 -Next Challenges-" を策定しましたのでお知らせいたします。 

 

 当社グループの経営理念である「顧客ニーズに応える物流サービスを通して、豊かな社会の実現に貢献し、

グループ企業価値の向上に努めます。」のもと、グローバル物流企業として世界トップレベルを目指してま

いります。 

 

 2011年度を初年度とする３カ年のグループ中期経営計画 "GO FORWARD, Yusen Logistics" では、 

「統合と融合」、「飛躍」をキーワードに成長を目指してまいりました。 

 

 2014年度を初年度とする新中期経営計画では、世界トップレベルの規模とサービス品質を持った真の 

グローバル物流企業に向けて、成長戦略を堅持しつつも業務効率化を推進し、当社グループ事業の更なる 

「飛躍」を目指します。 

 

 なお、その概要および定量的な目標に関しましては、別紙資料をご覧下さい。 

  

 

以上 
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I-1. 数値目標の振り返り

最終年度業績目標：連結営業収益： 5,000億円
連結経常利益： 185億円

最終年度業績目標：連結営業収益： 5,000億円
連結経常利益： 185億円

営業収益 経常利益 当期純利益

2012年度実績

4,000億円

2011年度実績 2013年度⾒通し

3,090億円

75億円

25億円

27億円

11億円

3,390億円

48億円

15億円
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航空貨物

350,000

310,000 310,000

2012年度実績2011年度実績 2013年度⾒通し

（単位：トン）

I-1. 数値目標の振り返り

（単位：TEU）

2012年度実績2011年度実績 2013年度⾒通し

450,000

550,000
570,000

海上貨物

最終年度取扱目標：海上フォワーディング事業： 100万TEU
(ｸﾞﾙｰﾌﾟ計) 航空フォワーディング事業： 50万トン

最終年度取扱目標：海上フォワーディング事業： 100万TEU
(ｸﾞﾙｰﾌﾟ計) 航空フォワーディング事業： 50万トン
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I-2. 地域戦略の振り返り

<法⼈設⽴>
2012年06月 トルコ法⼈設⽴
2012年07月 バングラデシュ法⼈設⽴

2013年09月 カンボジア法⼈設⽴

2013年09月 ミャンマー法⼈設⽴

<支店・事務所開設>
2011年08月 中国に鄭州分公司開設
2012年07月 中国に成都分公司開設
2012年09月 極東ロシア初の拠点 Far East Branch開設
2013年10月 南アフリカに駐在事務所開設

<倉庫整備>
2013年02月 インドに４つの新倉庫、合計で約70,000㎡に
2014年01月 ロシアの倉庫を拡大、合計で約30,000㎡に
2014年01月 タイに30,000㎡の新倉庫、合計で約250,000㎡に

新興市場
●ロシア
●ブラジル
●バングラデシュ
●カンボジア
●ミャンマー

新興市場への積極投資による事業拡大新興市場への積極投資による事業拡大

重点地域の成⻑戦略重点地域の成⻑戦略

重点地域

インド 中国 東南
アジア

ベトナム

インドネシア

タイ
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I-3. 統合の振り返り

欧 州

76拠点

65万㎡ 東アジア

85拠点

24万㎡

日 本

73拠点

7万㎡

南アジア・オセアニア

171拠点

79万㎡

米 州

64拠点

26万㎡

(2013年12月末日データ。 従業員数は連結従業員数。)

● 従業員数

● 物流事業拠点数

● 倉庫面積

● 進出国

19,004人

469ヵ所

201万㎡

39ヵ国

当社の事業規模当社の事業規模
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Ⅱ-1. 2014〜2016年度数値目標

4,000億円

2013年度⾒通し

48億円

4,300億円

2014年度

65億円

21億円

4,600億円

90億円

30億円

5,000億円

120億円

40億円

1兆円

2015年度 2016年度 ⻑期目標

最終年度業績目標：連結営業収益： 5,000億円
連結営業利益： 120億円
連結経常利益： 120億円

最終年度業績目標：連結営業収益： 5,000億円
連結営業利益： 120億円
連結経常利益： 120億円

営業収益 営業利益・経常利益 当期純利益

45億円

経常利益

営業利益

15億円
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航空貨物

Ⅱ-1. 2014〜2016年度数値目標

（単位：TEU）

2013年度⾒通し 2013年度⾒通し

（単位：トン）

570,000

650,000

740,000

850,000

2014年度 2015年度 2016年度 2014年度 2015年度 2016年度

310,000
330,000

370,000
350,000

最終年度取扱目標：海上フォワーディング事業： 85万TEU
(ｸﾞﾙｰﾌﾟ計) 航空フォワーディング事業： 37万トン

最終年度取扱目標：海上フォワーディング事業： 85万TEU
(ｸﾞﾙｰﾌﾟ計) 航空フォワーディング事業： 37万トン

海上貨物
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海上貨物： 200万TEU
航空貨物： 70万ﾄﾝ
営業収益： 1兆円
営業利益： 350億円

総合⼒で

世界TOP5
アジアNo.1

Ⅱ-2. 中期経営計画と⻑期目標

海上貨物： 57万TEU
航空貨物： 31万ﾄﾝ
営業収益：4,000億円
営業利益： 45億円

統合

融合

2013年度(予測)

2016年度(計画)
⻑期目標

海上貨物： 85万TEU
航空貨物： 37万ﾄﾝ
営業収益：5,000億円
営業利益： 120億円

経営基盤
強化
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Ⅲ-1. 基本戦略

持続的成⻑

経営基盤の強化

戦
略
的
投
資

業
務
改
革

成
長
戦
略
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Ⅲ-1. 基本戦略

・アジア市場でのグローバルビジネス拡大
・海上・航空事業 ： ①ボリュームスケール拡大 ②Ready-Madeプロダクツ(*１) 強化
・ロジスティクス事業： 継続的改善による現場⼒強化
・総合物流サービス ： 成⻑産業と新興市場を核に総合物流サービス（Tailor-Madeサービス）(*2) を拡大

・業務改⾰による利益率改善からグローバルBPMへの深化で、競争⼒を向上

・人への投資 ： コア事業と総合物流サービスを担うグローバル人材の育成
・システムへの投資 ： 基幹システム改善とBPM、及び総合物流ソリューションの基盤を整備
・地域への投資 ： アジア強化のための施設/輸送ネットワークを整備

(*１) Ready-Madeプロダクツ：

主にフォワーディングサービスにおいて、顧客への標準化されたVisibleな貨物動静・貨物データの提供と、輸送において最適な価格を伴ったサービス

(*２) Tailor-Madeサービス：

コントラクトロジスティクス及び高い付加価値を求められるフォワーディングサービスにおいて、特定顧客それぞれの要望に応じた物流最適化を

実現する総合物流ソリューション或いはマネジメントサービス

持続的成長持続的成長持続的成長持続的成長

経営基盤の強化経営基盤の強化経営基盤の強化経営基盤の強化

戦
略
的

投
資

戦
略
的

投
資

戦
略
的

投
資

戦
略
的

投
資

業
務
改
革

業
務
改
革

業
務
改
革

業
務
改
革

成
長

戦
略

成
長

戦
略

成
長

戦
略

成
長

戦
略

持続的成長持続的成長持続的成長持続的成長

経営基盤の強化経営基盤の強化経営基盤の強化経営基盤の強化

戦
略
的

投
資

戦
略
的

投
資

戦
略
的

投
資

戦
略
的

投
資

業
務
改
革

業
務
改
革

業
務
改
革

業
務
改
革

成
長

戦
略

成
長

戦
略

成
長

戦
略

成
長

戦
略
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● 事業セグメント別
売上ポートフォリオ

● 地域セグメント別
売上ポートフォリオ

2016年度(計画)2013年度(⾒通し)

2016年度(計画)

ロジスティクス
41%

ロジスティクス
39%

その他
5%

その他
4%航空

27%

海上
27%

航空
26%

海上
31%

Ⅲ-2.セグメント別売上構成

2013年度(⾒通し)

日本
19%

東アジア
19%

南アジア・
オセアニア
18%

米州
21%

欧州
23%

日本
18%

東アジア
20%

南アジア・
オセアニア
20%

米州
20%

欧州
22%
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Ⅲ-3. 戦略構成図

IT人事

1. 事 業 戦 略

3. 地 域 戦 略

2. 営 業 戦 略

財務

３Ｄマネジメント

基 盤 戦略

組織

コンプライアンス
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Ⅲ-4. 事業戦略

① 海上フォワーディング事業

営業

商品

業務改革・品質
(BPM・IT)

購買

プランニング

2016年度取扱目標

８５万TEU
成⻑戦略と業務改⾰の両輪により

⾼品質で競争⼒のある
海上輸送サービスを提供

世界トップクラスのグローバル海上フォワーダーへ

●Ready-Madeプロダクツ営業強化

●グローバル顧客へアジア発着貨物の営業拡大

● BPM・IT強化による

業務標準化と効率改善

● 混載サービスを含む商品の多様化
● Ready-Made プロダクツ強化

● Origin Cargo Management 

サービスの拡大

● プロダクト営業組織の最適化

● 海上事業のグローバル人材育成

● コアキャリアとの

戦略的パートナーシップ

による購買⼒強化
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Ⅲ-4. 事業戦略

② 航空フォワーディング事業

営業

商品

2016年度取扱目標

３７万トン
成⻑戦略と業務改⾰の両輪により

⾼品質で競争⼒のある
航空輸送サービスを提供

2016年度取扱目標

３７万トン
成⻑戦略と業務改⾰の両輪により

⾼品質で競争⼒のある
航空輸送サービスを提供

世界トップクラスのグローバル航空フォワーダーへ

● 航空事業のグローバル人材育成
● BPM・IT強化による

業務標準化と効率改善

● Ready-Madeプロダクツ強化

● 産業特性に応じた商品開発

業務改革・品質
(BPM・IT)

購買

プランニング

● Ready-Madeプロダクツ営業強化
● グローバル顧客へアジア発着貨物の営業拡大

● コアキャリアとの

戦略的パートナーシップ

による購買⼒強化
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Ⅲ-4. 事業戦略

③コントラクトロジスティクス事業

グローバル
人材の育成

お客様に選ばれ、
そして、選ばれ続ける
サービス、品質を提供

No.1 Kaizenカンパニーをめざすカンパニーをめざすカンパニーをめざすカンパニーをめざす

強い現場

・ 標準的な品質作り
・ 徹底したコスト管理
・ PDCAサイクルを回す
・ Win - Win の構築

プロジェクト
管理

品質管理

コスト管理
物流技術

ITITITIT

ソリューション
提案

・プロダクツの充実と収益性を両⽴

・総合物流ビジネスの中核となる
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Ⅲ-5.営業戦略

「Ready-Madeﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ営業」と「総合物流営業」の両輪で
お客様のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ物流に貢献できる世界ﾄｯﾌﾟｸﾗｽの総合物流企業へ

総合営業のインフラ強化（人材、IT、LT）

総合物流営業

（Tailor-Made ｻｰﾋﾞｽ･ｿﾘｭｰｼｮﾝのご提案）

Ready-Made ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ営業

強い現場⼒・Kaizen⼒

航空フォワーディング

コントラクトロジスティクス

海上フォワーディング

グローバル顧客

地域特性
ノウハウ

産業別
ノウハウ

3PL
ｿﾘｭｰｼｮﾝ

物流技術

（LT)
ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ

ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ(IT)
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物流最適化

ソリューション

リテール

ヘルスケア

食品 ASEAN

BRICs

メキシコ

トルコ
⾃動⾞

航空機

ハイテク

インド亜⼤陸

Industry Industry Industry Industry ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

Ⅲ-5.営業戦略

産業別強化セグメントと重点地域産業別強化セグメントと重点地域

総合物流営業の戦略的アプローチ

産業産業 プロジェクト
カーゴ

物流最適化物流最適化物流最適化物流最適化

ソリューション

地域地域

地 域
産
業



20

Ⅲ-6. 地域戦略

拠点数：73｜倉庫面積：7万㎡

重点施策

（地域戦略）

・三国間物流の強化
・輸入強化及びプロジェクトカーゴ取扱拡大
・国内外ロジスティクス事業を絡めた一貫輸送の拡販

・顧客層の拡大による輸出入取扱増
・輸入・三国間及び海上LCLの商品強化
・成⻑産業を取り込む営業体制の構築と⼈材育成
・国内地方拠点のさらなる強化

営業収益

営業利益

3カ年投資総額

890億円

19億円

20億円

2016年度

① 日本極

（予測） （計画） （計画） （計画）

（単位：億円）
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Ⅲ-6. 地域戦略

拠点数：64｜倉庫面積：26万㎡

重点施策

（地域戦略）

・グローバル顧客のビジネス拡大

・基幹トレードであるアジアトレードの強化に加えて
域内・欧米間のトレード拡大

・リテール産業を中心としたグローバル顧客との関係強化
・米州極各国でのロジスティクス事業拡大、
米国トランスポーテーション事業の収益増

・物流ソリューションの商品化

・オペレーション効率の改善

・メキシコ事業の成⻑促進

営業収益

営業利益

3カ年投資総額

1,100億円

14億円

15億円

2016年度

② 米州極

（予測） （計画） （計画） （計画）

（単位：億円）
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Ⅲ-6. 地域戦略

拠点数：76｜倉庫面積：65万㎡

重点施策

（地域戦略）

・グローバル顧客へのアプローチによるフォワーディング事業強化
・ロジスティクス事業の構造改革

・欧州域内配送網の整備・強化
・フォワーディング事業のゲートウェイ機能の整備・強化
・重点産業（⾃動⾞・ハイテク・ヘルスケア・リテール）への

営業強化
・トルコ・⿊海地域での事業拡⼤

・極東・中央アジア・北アフリカ地域への挑戦

営業収益

営業利益

3カ年投資総額

1,090億円

6億円

20億円

2016年度

③ 欧州極

（予測） （計画） （計画） （計画）

（単位：億円）
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Ⅲ-6. 地域戦略

拠点数：85｜倉庫面積：24万㎡

重点施策

（地域戦略）

・選択と集中によるフォワーディング事業拡大
・ロジスティクス事業の構造改革

・欧米ビジネス拡大
・LCLプロダクツの拡販
・中国市場における消費物流ビジネスモデルの拡⼤
・中国内陸物流強化

（⾃動⾞産業物流、揚⼦江物流への対応）

営業収益

営業利益

3カ年投資総額

1,000億円

14億円

25億円

2016年度

④ 東アジア極

（予測） （計画） （計画） （計画）

（単位：億円）
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Ⅲ-6. 地域戦略

拠点数：171｜倉庫面積：79万㎡

重点施策

（地域戦略）

・成⻑国、新興国への積極投資による事業規模拡⼤

・域内輸送ネットワークの整備・強化
・重点産業（⾃動⾞・航空機・ヘルスケア・リテール・

プロジェクトカーゴ）への営業強化
・アジア市場における消費物流ビジネスモデルの拡⼤

営業収益

営業利益

3カ年投資総額

1,020億円

69億円

70億円

2016年度

⑤ 南アジア・オセアニア極

（予測） （計画） （計画） （計画）

（単位：億円）
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Ⅲ-7.業務改革からGlobal BPMへ

① 業界トップクラスの業務効率の実現

■全社業務プロセスを可視化・標準化・平準化の上で最適化を目指す

② 業界トップクラスのオペレ－ション品質

■業務精度を向上し、顧客へ精度の⾼いオペレーションと物流情報を提供する
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Ⅲ-8. 基盤戦略

● グローバル人事の推進

● 総合物流を担う⼈材の確保・育成・戦略的配置の推進

● GHQとRHQの連携による3Dマネジメントの体制強化

● グローバル・コンプライアンス体制の充実と浸透

●グループ内資⾦効率の向上による財務体質の強化

① ⼈事戦略・組織戦略

② コンプライアンス推進

③ 財務戦略
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Ⅲ-8. 基盤戦略

● 技術の標準化・共通プラットフォーム構築によるIT基盤の
イノベーション推進とグローバル全体最適化

● 情報発信の強化と安定配当継続による企業価値の向上

④ IT戦略

⑤ ステークホルダーへの貢献
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本資料に関するお問い合わせ先

本資料に記載されている当社の予想は現時点で⼊⼿可能な情報に基づき判断したものであり、不確定な予想を

含んでおります。実際の業績等は今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

従いまして、これらの業績予想に全面的に依拠して投資判断を下すことは控えるようお願い致します。

郵船ロジスティクス株式会社 ＩＲ室

TEL: 03-6703-8298 / FAX: 03-3578-3552
yljpird@jp.yusen-logistics.com


